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 品川区「避暑シェルター」事業
期間：毎年7月1日から9月末日まで
場所：区内61の公共施設（地域センター(区役所支所)、児童センター、

シルバーセンター、保健センター等）

 熊谷市「まちなかオアシス事業」
期間：6月1日から9月末日まで
場所：市内22の公共施設(庁舎、公民館、文化施設)

写真提供：品川区

写真提供：熊谷市
（令和元年撮影）

【国内事例】
クーリングシェルター等が自治体内に設置されている市区町村数

⇒ 125/592 (21%) （令和４年環境省調べ）

【海外事例】

 カナダの事例（2021年熱波発生時のクーリング
センターの運営実績）

 ○バンクーバー市
  市内10か所（図書館、公民館）で運営
  運営主体：バンクーバー市危機管理部門

 ○カムループス市
 アイスホッケーリンク（写真）を12時～20時まで開設。

2021年は350人が利用。

（参考）クーリングシェルターの国内外の事例
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